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おむつ替えの時間を
楽しいひとときに
おむつ替えの時間は、子どもと1対1で向
き合える貴重なひとときです。おむつを取
り替えながら、肌に触れてスキンシップを
図りましょう。目を合わせて、たくさんこ
とばをかけ、心地よいという感覚と 、 楽し
いという感情を、子どもが同時に味わえる
ようにします。
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排泄に対して
否定的な言動をしない
「また、うんち出ちゃったの？」など、 排
泄物を嫌なものとして扱ったり、排泄をよ
くないことのように話したりするのはやめ
ましょう。「たくさんおしっこ出てすっき
りだね」「すごくいいうんちだよ」など、

肯定的なことばを心がけます。
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おむつ替えの前にも
ひと声かける習慣を
あそんでいる子どもを、いきなり声も

かけずに抱きかかえ 、 おむつ替えをし

に連れて行くのはやめましょう。まだ

ことばが理解できなくても、必ず目を

合わせ、今から何をするのかを説明し 、

それからおむつ替えを始めます。毎日

のくり返しで、‘'おむつ替え＂

というこ

とばと 、 その行為とが結びついていき

ます。

--9人ひとりの
排泄リズムにあわせて
散歩や食事の前に 、 みんなに声をかけてト

イレに促すことは大切ですが、保育者が定

めた時間で強制的に排泄を促すのでは、

「排泄の自立」につながりません。個々の

排泄リズムにあわせてトイレに誘いましょ

う。「00ちゃん 、 おしっこ出る？」と聞

いてみたり、 嫌がる子には「00ちゃんが

好きなバンダちゃんが待ってるよ」など、

その子の気持ちに寄り添うことばかけをし

ます。
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トレ ー ニングパンツで、
排尿感覚が
つかめるように
1日の排尿回数の半分程度をトイレででき

るようになったら、トレ ー ニングバンツに

切り替えを。排尿感覚を自覚し、濡れると

気持ち悪いと感じるようになります。 お

しっこやうんちが出たと教えてくれたら、

「教えてくれてありがとう。次はトイレでし

ようか」と、笑顔で次につなげることばか

けをしましょう。

排泄に関する
サインを読み取って
1歳を過ぎる頃になると、排泄の前後

で、それとわかるサインを出すように

なります。ひざを閉じてもじもじした

り、カーテンの影に隠れたり。子ども

によって異なるので、動作や表情を観

察して、排泄前のサインを読み取り、

トイレに誘ってみましょう。
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	はぐはぐむぎゅ9月号裏面

